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Netilmicinに ついて臨床的検討を行った。 呼吸器感染症13例,尿 、路感染症7例 の計20例 に使用し

た。有効率は呼吸器感染症で61%,尿 路感染症で71%,全 体で65%で あった。副作用としては肝障害

(ト ランスアミナーゼの一過性上昇)が1例 あった。聴力検査を7例 に実施したが,有 意な聴力低下

は認められなかった。当院臨床分離菌株のMICを 測定したが,Ecoli,KlebsiellaはGMよ り

MICは 優iれているか同程度であるのに対しP.aerugimsaで は劣っていた。

Lは じ め に

米国 シェ リング社で開発 され たNetilmicinはP.aerugi-

nosaも 含 む各種 グラム陰性桿菌 とS.aureusに す ぐれ た抗菌

力を もち,聴 器毒 性,腎 毒性 も少い と報告Pさ れてい る。化学

構造式 をFig.1に 示 す。 我 々は本剤 に対 す る臨床的研究 を行

Fig.1

ったの で報告す る。

∬.成 績

1.抗 菌 力(Table1,2,3,4)

当 院 臨床 分離 菌 株 に 対 す るNetilmicinのMICを 化

学 療 法 学 会標 準 法 に よ り106/ml,108/ml接 種 で 測定

し,Dibekacin, Amikacin, Tobramycin,GeNtamicin

と比 較 した。E.coli,Klebsiellaで はGMと 同等 ま た

は一 管 す ぐれ て お り,DKB,AMK,TOBよ り2～3

管 す ぐれ て い る 。Haemophilusで は 他 の4剤 よ りす ぐ

れ てい る。Proteusで はDKB,AMKよ りす ぐれ,

TOBと は ほ ぼ 同 等,GMよ りや や 劣 る 。Serratiaで

は他の4剤 に比し特にすぐれているとはいえない。

P.aeruginos2で は,や や劣るようでGMに 耐性の株

は,Netilmicinに 対 しても耐性であった。

2.対 象

国立霞ケ浦病院と国立療養所村松晴嵐荘に昭和54年4

月から7月 の期間に入院中の患者20例 。(呼 吸器感染症

13例,尿 路感染症7例)

3.投 与 方 法

1回75mgま たは100mgの 筋 注を1日2回 投与。

期間は5～14日 間。

4.効 果 判 定

著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階に分けた。その

指標は,自 覚症状と,胸 部レ線像あるいは尿所見,分 離

菌の消長その他の検査所見より総合的に判定した。

5.臨 床 成 績(Table5)

呼吸器感染症13例 中,著 効2例(肺 炎),有 効6例(肺

炎4例,気 管支拡張症1例,気 管支炎1例),や や有効

4例(肺 炎3例,気 管支拡張症1例),無 効1例(膿 胸)

で,有 効率は61%で あった。尿路感染症7例 中,著 効2

例(急 性),有 効3例(急 性),や や有効1例(慢 性),

無効1例(慢 性)で 有効率は71%で あった。全例を通し

ての有効率は65%で あった。

細菌別の効果では,Ecoliで は5例 全例,Epara-

influenzaeで4例 中3例,Spneumoniaeで は2例 と

も菌の消失をみたのに対し,naeruginosaで は6例 中
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Table 1 Susceptibility of various clinically isolated bacteria to

Netilmicin & other aminoglycosidic antibiotics

(Inoculum size: 106/ml)

Table 2 Susceptibility of various clinically isolated bacteria to

Netilmicin & other aminoglycosidic antibiotics

(Inoculum size : 106/ml)
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Table 3 Susceptibility of various clinically isolated bacteria

to Netilmicin & other aminoglycosidic antibiotics

(Inoculum size : 108/ml)

Table 4 Susceptibility of various clinically isolated bacteria

to Netilmicin & other aminoglycosidic antibiotics

(Inoculum size: 108/ml)
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菌が消失したのは1例(急 性腎孟腎炎)の みであった。

6.症 例 報 告(Fig.2)

No.6.S.K.69才 ♂ 細菌性肺炎

入院約1週 間前から,咳 漱,喀 疾,発 熱があり入院し

た。Netilmicin 100mg1日2回,14日 間投与で自覚

症状,左 上肺野の陰影の消失をみた。原因菌は不明であ

った。

No.8.K.O.39才 ♂ 細菌性肺炎

約3年 前より肺結核後の呼吸不全で入院中であった。

咳漱,喀 疾,発 熱,呼 吸困難があ り,Netilmicin75mg

1日2回,5日 間の投与で自覚症状,右 下肺野の陰影の

消失をみた。検出された菌はH.parainfluenzaeで あ

Fig.2

Case No. 6: S.K. 69y. o. M. Pneumonia

Myco. CF (-)
Bacterial culture (-)

Case No. 8 : K.O. 39y.o. M. Pneumonia
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Fig. 3 Laboratory findings before & after Netilmicin administration

GOT (U) GPT (U) BUN (mg/c11)

った。

7.副 作 用(Fig.3,Table6)

トランスアミナーゼの一過性上昇が1例 に認 め られ

た。PSP,検 尿所見の悪化はみられなかった。聴力検査

を7例 に実施したが,有 意な聴力低下は認められなかっ

た。筋注部位の強い疹痛を訴えたものもいなかった。

III.考 察

臨床成績での有効率は65%で あった。これはJAHRE2)

らの成績に比してやや劣るようである。無効例を検討し

てみると,全 例P.aeruginosaが 原因菌となっている。

MICで もP.aeruginosaは 他の菌種より劣ってお り,

臨床成績とも一致するoや や有効例については原疾患,

基礎疾患,原 因菌などに一定の傾向は認められ なか っ

た。細菌学的成績ではE.coli,Klebsiellaに す ぐれた

抗菌力を示した。これはJAHRE,CHADWICK3)ら の成績

と一 致 す る。 しか しCHADWICHら の 報 告 の よ うにGM

耐 性 のPseudomonasに 対 してNetilmicinが 有 効 で あ

る とい う菌 株 は み ら れ なか った 。 副 作 用 も肝 障 害(ト ラ

ン スア ミナ ー ゼの 一過 性 上 昇)が1例 と少 く,腎 毒 性,

聴 器毒 性 も認 め ら れ ずす ぐれ た 抗 生 剤 とい え る。

文 献

1) 第26回 日本 化学療法学会東 日本支部総会 新薬 シンポジ

ウム," Netilmicin", 1979

2) JAHRE, J. A.; K. P. Fu & H. G. NEU: Clinical

Evaluation of Netilmicin Therapy in Serious In-

fections. Am. J. Med. 66: 66-43, Jan. 1979.

3) CHADWICK, P.; A. W. BRUCE, T. D. V. COOKE &

G. J. HARDY : Therapeutic Experience with Netil-

micin. Can. Med. Assoc. J. 119: 1189-4193, 18,

1978.



VOL.29 S-3 CHEMOTHERAPY 133



134 CHEMOTHERAPY NOV. 1981

CLINICAL STUDY WITH NETILMICIN
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Netilmicin was given to 20 patients, 13 with respiratory tract infections and 7 with urinary tract in-

fections. The drug was administered intramuscularly at a daily dose of 150 mg or 200 mg.

1) Efficacy rate was counted 61% in respiratory tract infections and 71% in UTI. The overall efficacy

was 65%.

2) Netilmicin was especially effective to infections by E. coli and Klebsiella and not so effective to in-

fections by P. aeruginosa.

3) Transient elevation of transaminases was noted in one case. Nephrotoxicity and ototoxicity were not

noted.


